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「
博
物
館
に
初
も
う
で
」

お
め
で
た
い
名
品
で
新
年
を
祝
う
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博
物
館
に

富
士
山

　2
0
1
7
年
の
干
支
で
あ
る
酉と
り

に
ち
な

ん
で
、「
暁あ

か
つ
き の
鳥
」「
祝い

わ
い

の
鳥
」と
い
う
二
つ

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
鳥
を
表
し
た
美
術

工
芸
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
ず
は「
暁
の

鳥
」。
十
二
支
の
酉
は
鶏
の
姿
で
表
さ
れ

る
こ
と
が
通
例
な
の
で
、
鶏
を
モ
チ
ー
フ

と
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て

「
祝
の
鳥
」。
こ
こ
で
は
主
に
吉
祥
を
表
す

作
品
を
展
示
し
ま
す
が
、
そ
の
な
か
に
は

実
在
の
鳥
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
豊
か

な
想
像
力
が
生
み
出
し
た
鳳
凰
な
ど
の
瑞ず

い

鳥ち
ょ
う

も
あ
り
ま
す
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

桐
きり

鳳
ほう

凰
おう

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

江戸時代・18世紀
小野逑信氏寄贈

聖帝の治世に出現する伝説の鳥 

鳳凰を蒔絵で表した華やかな鞍

 正月限定！   
カレンダー付きワークシート
1月2日・3日の2日間、先着3000名
様に特集「博物館に初もうで 新年を
寿ぐ鳥たち」を楽しむためのワーク
シートをお配りします。2017年カレン
ダー付き！
配布場所：本館1室前  
 1月2日（月・休）、3日（火）  
各日11：00～ 16：00 ※なくなり次第終了

名
めい

所
しょ

江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

・日
に

本
ほん

橋
ばし

雪
ゆき

晴
ばれ

本館10室　
歌川広重筆　
江戸時代・安政3年（1856）　
2017年1月2日（月・休）～1月29日（日）

小
こ

袖
そで

 紅
べに

綸
りん

子
ず

地
じ

竹
たけ

梅
うめ

鴬
うぐいす

文
も

字
じ

模
も

様
よう

本館10室　
江戸時代・18世紀
2017年1月2日（月・休）
～ 2月26日（日）

色
いろ

絵
え

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

文
もん

瓶
へい

本館8室
伊万里
江戸時代・17世紀
～ 2017年1月29日（日）

芭
ば

蕉
しょう

孤
こ

鶴
かく

図
ず

本館8室　黒川亀玉筆　
江戸時代・18世紀
2017年1月2日（月・休）
～ 2月5日（日）

鶴 梅
鶯

新
春
気
分
を
盛
り
上
げ
る
展
示
・

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

2017年
1月2日（月・休）

～

1月29日（日）

お正月気
分が

盛り上が
るほー！

（部分）

小
しょう 禽

きん

特
集

吉
祥
モ
チ
ー
フ
い
ろ
い
ろ

「
博
物
館
に
初
も
う
で

  

新
年
を
寿こ

と

ほ

ぐ
鳥
た
ち
」
2017年

1月2日（月・休）

～

1月29日（日）
本館特別1室・
特別2室

お正月に見たい！

干
支
の
酉

お正月に見たい！

め
で
た
い
も
の

いろんな鳥が勢ぞろいよ！

鳳
ほう 凰

おう

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

海北友雪筆　
江戸時代・17世紀

海
かい

北
ほう

友
ゆう

松
しょう

の子で宮中
でも活躍した、海

かい

北
ほう

友
ゆう

雪
せつ

の珍しい花鳥画の
大作です

◎竹
ちく

鶏
けい

図
ず

蘿窓筆  
中国 南宋時代・13世紀 

鋭く前方を見据え、威厳にみちた鶏の姿
を見事に表した傑作です

鶏
にわとり

松
竹
梅
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初
も
う
で

新
春
イ
ベ
ン
ト

新
春
特
別
公
開 ◉松

しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

墨の濃淡だけで、木々が織りなす光と風の情景が生みだされています

長谷川等伯筆　安土桃山時代・16世紀
本館2室　2017年1月2日（月・休）～ 1月15日（日）

 ◉扇
せん

面
めん

法
ほ

華
け

経
きょう

冊
さっ

子
し

  平安時代・12世紀

本館3室　2017年1月2日（月・休）～ 1月15日（日）
大胆にも、美しいやまと絵の扇面に法華経の経文を記す、類例のない装飾経

 ◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

（元
げん

永
えい

本
ぼん

）上
じょう

帖
じょう

  平安時代・12世紀　三井高大氏寄贈

本館3室　2017年1月2日（月・休）～ 1月15日（日）
現存最古の『古今和歌集』完本。唐紙と、 仮名の連綿の美が見事です

 ◉舟
ふな

橋
ばし

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

本阿弥光悦作　  
江戸時代・17世紀
本館12室　
2017年1月2日（月・休）～
3月20日（月・祝）

正月の華やぎにもふさわし
い、金や銀をふんだんに用
いた豪華な佇まい

 ◎西
せい

湖
こ

春
しゅん

景
けい

・  
銭
せん

塘
とう

観
かん

潮
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

池大雅筆　江戸時代・18世紀
本館7室　
2017年1月2日（月・休）～
2月5日（日）

中国に行ったことがなくても
描けちゃいます。大雅の非凡
な想像力に脱帽！

※◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。　 は新春特別公開の作品です。　特に表記のないものは東京国立博物館所蔵です。

◆ 2017年1月2日（月・休）
10：30 和太鼓　批

ひ

魅
み

鼓
こ

　本館前
11：10 曲独楽　三増紋之助／落語　三遊亭歌奴　大講堂
11：50 獅子舞　東都葛西囃子中村社中　本館前
13：10 和太鼓　批魅鼓　本館前
13：50 曲独楽　三増紋之助／落語　三遊亭歌奴　大講堂
14：30 獅子舞　東都葛西囃子中村社中　本館前

◆ 2017年1月3日（火）
10：30 和太鼓　湯島天神白梅太鼓　本館前
11：10 曲独楽　三増紋之助／落語　三遊亭歌奴　大講堂
11：50 獅子舞　東都葛西囃子中村社中　本館前
12：30 クラリネット・コンサート　ジュリアンズ　　 
 平成館ラウンジ
13：10 和太鼓　湯島天神白梅太鼓　本館前
13：50 曲独楽　三増紋之助／落語　三遊亭歌奴　大講堂
14：30 獅子舞　東都葛西囃子中村社中　本館前
15：10 クラリネット・コンサート　ジュリアンズ　　 
 平成館ラウンジ

※大講堂＝平成館大講堂
※雨天時は、場所を変更、または中止になることがあります。

◆寛永寺根本中堂特別参拝
2017年1月2日（月・休）、3日（火）　10：00～ 15：00
根本中堂、徳川歴代将軍の肖像画（油画）、四天王像（江戸時代・
元和６年〈1620〉  台東区登録文化財）、十二神将像（江戸時代・
元禄15年〈1702〉）を公開します。また当館観覧券の半券（当日
分）をご提示いただくと、散華をお渡しします。

◆ＶＲ作品無料上演
2017年1月2日（月・休）、3日（火）の2日間、VR作品「江戸
城の天守」（仮）を東洋館ミュージアムシアターにて無料上演
します。
上演時間：両日とも10：00、11：00、12：00、13：00、14：00
 15：00、16：00
※上演時間を一部変更する場合があります。
定員：各回ともに90名　
※鑑賞には東洋館前で9：30より配布する整理券が必要です。

◆ いけばな
2017年1月2日（月・休）～ 1月15日（日）　  
正門、本館玄関、本館エントランス
池坊・蔵重伸氏　

◆ミュージアムショップからお年玉
2017年1月2日（月・休）、3日（火）
●  ミュージアムショップで2,000円以上お買い上げのお客様、 
 先着600名様にミュージアムグッズをプレゼント
●  美術図書バーゲンセール　※本館ミュージアムショップのみ

◆ホテルオークラレストラン ゆりの木からお年玉
2017年1月2日（月・休）、3日（火）
ゆりの木ご利用のお客様、先着150名様に伊予の水引の箸
置きをプレゼント

2017年もよろしくお願いします

東京国立博物館
公式キャラクター

トーハクくん

ユリノキちゃん

ト
ー
ハ
ク
の
お
正
月
の
定
番
と
な
っ
た
国
宝「
松
林
図
屛
風
」

を
は
じ
め
と
す
る
名
品
の
特
別
公
開
、
新
年
の
干
支「
酉
」

や
吉
祥
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
展
示
、
さ
ら
に
は
和
太
鼓

や
獅
子
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
で
お
正
月
気
分
を
盛
り
上
げ
ま

す
。
ト
ー
ハ
ク
で
日
本
の
お
正
月
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

やっぱりトーハクの
お正月といえば
これなんだほ！

もっと活
躍の場を

広げるほ
ー！

（左隻）

（右隻・部分）

お正月に見たい！

と
っ
て
お
き
の
名
品

お正月に見たい！

に
っ
ぽ
ん
の
伝
統
芸
能
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国宝甲冑
4領そろいぶみ

2月14日（火）～19日（日）
の6日間は、門外不出の
国宝甲冑4領が揃って見ら
れる史上初の機会！

平成館
特別展示室 2017年1月17日（火）～3月12日（日）

3つの見どころをチェック！
春日大社の至宝が一堂に会するかつてない規模の展覧会が、い
よいよ始まります！ 今回は本展担当の土屋貴裕研究員が、その
見どころを3つのポイントに絞ってご紹介します。

平安工芸の
最高峰

「平安の正倉院」とも呼ばれている春日大社。神々の調
度品として奉納された古神宝は平安貴族の美意識を反
映し、当時最高の技術を用いて作られたものです。

◉金
きん

地
じ

螺
ら

鈿
でん

毛
け

抜
ぬき

形
がた

太
た

刀
ち

平安時代・12世紀　展示期間：1月17日（火）～ 2月19日（日）

柄
つか
や鍔

つば
の素材が極めて純度の高い金であることが判明した、まばゆく

輝く黄金の太刀。雀を追う螺鈿の猫がなんとも秀逸です

奉納された甲冑・刀剣
春日大社には、歴史上の偉人たちから多く
の甲冑や刀剣が奉納されました。こうした
奉納品が伝わるのも、春日大社が公家・武
家をはじめ多くの人々の深い祈りに支えら
れてきたことを物語ります。

※極めて純度の高
い金であった部分
を黄色で表示

◉赤
あか

糸
いと

威
おどし

大
おお

鎧
よろい

（竹
たけ

虎
とら

雀
すずめ

飾
かざり

）
鎌倉～南北朝時代・13～ 14世紀 
展示期間：2月14日（火）～ 3月12日（日）

神への奉納品としてふさわしい豪華な甲冑。
竹と雀、そして大袖の竹と虎の鍍

と
金
きん
金具がひ

ときわ目をひきます

◉赤
あか

糸
いと

威
おどし

大
おお

鎧
よろい

（梅
うめ

鶯
うぐいす

飾
かざり

）
鎌倉時代・13世紀 
展示期間：1月17日（火）～ 2月19日（日）

日本の甲冑を代表する華麗な大鎧。梅に鶯
や蝶、さらに小さな虫を飾る鍍金金具が随
所に打たれています

◉黒
くろ

韋
かわ

威
おどし

胴
どう

丸
まる

南北朝～室町時代・14世紀 
展示期間：2月14日（火）～ 
3月12日（日）

制作当初の部分が極めてよく残る
胴丸。枝菊紋の金物も非常に細
やかに彫られています

◉黒
くろ

韋
かわ

威
おどし

伊
い

予
よ

札
ざね

胴
どう

丸
まる

南北朝～室町時代・14世紀
展示期間：1月17日（火） ～ 
2月19日（日）

中世後期に甲冑の主流となった
胴丸。袖と兜を完備する初期の
作例で大変貴重です

春
かすが

日大
たい

社
しゃ

 奈良公園内（奈良県奈良市）にある神社で、
創建は奈良時代。全国に約3000ある春日大社の総本
社です。「式

しき

年
ねん

造
ぞう

替
たい

」と呼ばれる社殿の建て替えや修繕
が約20年に一度行われ、2016年には60回目を迎えま
した。千年のときを超え、数多くの宝物が伝わり、国宝・
重要文化財の所蔵数も日本有数の規模を誇ります。ま
た、春日大社、春日山原始林を含む「古都奈良の文化財」
はユネスコの世界遺産にも登録されています。 春日大社 中門　撮影：桑原英文
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ン ト
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ポ イ
ン ト
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本館 特別5室

9月13日（火）
～12月11日（日）

平成館 特別展示室

2017年4月11日（火）
～6月4日（日）

関連イベント

記念講演会 事前申込制
「春日の歴史と神様にささげた究極の宝」
日時：2017年2月12日（日）13：30～ 15：00（13：00開場予定）
講師：花山院弘匡（春日大社宮司）
会場：平成館大講堂
定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、郵便番号・住所・参加者全員（2
名まで）の氏名・ふりがな・電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・
氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
＊1枚のはがきで最大2名の申込可。
申込先：〒102-0071　東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋郵便局留
「春日大社  千年の至宝」記念講演会事務局 行
申込締切：2016年12月28日（水）必着

南都楽所の演奏会
日時：2017年１月25日（水）11：00～、14：00～（各回40分程度）
会場：平成館大講堂
定員：380名（先着順）

※すべて参加・聴講無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可。その場合
は別途入館料が必要）

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、春日大社、ＮＨＫ、ＮＨＫプロモーション、読
売新聞社／協賛：岡村印刷工業／観覧料：一般 1,600円（ 1,400円 /1,300円）、
大学生1,200円（ 1,000円 /900円）、高校生 900円（ 700円 /600円）＊（  ）内
は前売 /20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者 1名は
無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）　＊前売券は10月1日
（土）～ 2017年 1月16日（月）、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、開
館日のみ）、展覧会公式サイト、主要プレイガイドほかにて販売／お問合せ：ハ
ローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト：http://kasuga2017.jp/

一問一答「この仏像が一番！」
本展を担当する西木研究員に質問！ 本展で
展示されている仏像のなかから、西木研究員
のいろいろな「一番」を教えてもらいました。

春
かすが

日権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

（春
かすが

日本
ぼん

）巻第十二
江戸時代・文化4年（1807）
場面替有  ※この場面は1月17日（火）～
2月12日（日）

春日の神々の霊験を描く全二十
巻の絵巻のうちの巻第十二。鹿
に囲まれる牛車には春

がす が
日三

さんの
宮
みや

が化身した地蔵菩薩の姿が

鹿
しか

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

江戸時代・17世紀
輝かしい金地に様々な姿態をみせる鹿の群れ。
なかには神々しい白鹿の姿も見られます

作品はすべて奈良・春日大社蔵

春日大社第一殿の祭神である武
たけ

甕
みか

槌
づちの

命
みこと

は鹿に乗り春日
の地に降臨したことから、鹿は神聖視され多くの造形に
表されました。会場の随所で遊ぶ「神鹿」の姿を探してみ
てください。

神々しくも愛らしい 
神
し ん

鹿
ろ く

の姿

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、櫟野寺、読売新聞社／後援：TBSラジオ／協賛：日
本写真印刷／協力：日本通運／観覧料：一般1,000円（900円）、大学生700円（600円）、
高校生400円（ 300円） ＊（  ）内は20名以上の団体料金。中学生以下無料 ＊障がい者
とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）／お問合せ：
ハローダイヤル 03-5777-8600／展覧会公式サイト：http://hibutsu2016.com/

作品はすべて滋賀・櫟野寺蔵

Ｑ. 一番おすすめの仏像は？
A . 重文 十

じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

まず大きさに圧倒されますが、重量感にあふれる表現も
見どころです。ぜひ側面にもまわってご覧ください。

Ｑ. 一番お気に入りの仏像は？
A . 重文 吉

きち

祥
じょう

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

着衣などに鑿
のみ

跡が残る「鉈
なた

彫
ぼり

」の作品です。
顎が尖り、ほっそりとした独特の雰囲気に
も味わいがあります。

Ｑ. 一番思い入れのある仏像は？
A . 重文 地

じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

刳り抜かれた像内に記された墨書銘から、制
作経緯がわかる貴重な作品。仏像に託され
た人々の思いを感じます。

　
日
本
文
化
の
象
徴
と
も
い
え
る
茶
の
湯

の
歴
史
を
、
室
町
時
代
か
ら
近
代
ま
で
大

規
模
に
展
観
す
る
特
別
展
で
す
。
天
下
の

武
将
や
茶
人
が
手
に
し
た
門
外
不
出
の
名

器
を
は
じ
め
、
こ
の
機
会
に
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
作
品
が
一
堂
に
会

す
る
と
い
う
、
夢
の
展
覧
会
！ 

茶
の
湯
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
は
、
ト
ー
ハ
ク
で

は
実
に
37
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。 

（
三
笠
景
子
）

◉志
し

野
の

茶
ちゃ

碗
わん

 銘 卯
うの

花
はな

墻
がき

美濃　安土桃山時代・16～17世紀  
東京・三井記念美術館蔵

和物茶碗第一の名碗といわれ、江戸の豪商
冬
ふゆ
木
き
家を経て三井家に伝わりました

| 開催概要 | 主催：東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション、毎日新聞社／協賛：日本写真印刷、三井物産／
観覧料：一般 1,600円（1,400円 /1,300円）、大学生1,200円（1000円 /900円）、高校生 900円（700円 /600
円） ＊（  ）内は前売 /20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障
がい者手帳などをご提示ください）＊前売券は12月5日（月）～ 2017年 4月10日（月）、東京国立博物館正門チケッ
ト売場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式サイト、主要プレイガイドほかにて販売／お問合せ：ハローダイヤル 
03-5777-8600／展覧会公式サイト：http://chanoyu2017.jp/ 

（部分）
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

　
こ
の
特
集
は
、
篆て
ん

刻こ
く

家か

と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章

し
た
、
小こ

林ば
や
し

斗と
あ
ん
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
業
績
を
お
伝
え
す
る

展
覧
会
で
す
。
全
体
は
6
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

1
部
と
第
2
部
で
は
、
小
林
斗

が
学
ん
だ
代
表
的
な
古
典

と
斗

の
篆
刻
を
並
べ
て
展
示
す
る
と
と
も
に
、
若
年
か
ら

晩
年
ま
で
の
作
風
の
軌
跡
を
尋
ね
ま
す
。
第
4
部
で
は
数
々

の
名
品
を
生
み
出
し
た
愛
用
の
文
房
具
な
ど
を
展
示
、
第
3

部
と
第
5
部
で
は
斗

が
収
蔵
し
た
篆
刻
と
書
画
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
第
6
部
で
は
、
政
界
・
学

界
・
文
壇
・
芸
苑
で
活
躍
す
る
名
士
に
斗

が
刻
し
た
数
々
の

印
を
通
し
て
、
そ
の
華
や
か
な
交
友
関
係
を
窺
い
ま
す
。
小

林
斗

は
、
生
涯
を
か
け
て
古
典
に
対
峙
し
続
け
ま
し
た
。

古
典
の
美
し
さ
を
咀
嚼
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
斗

ワ
ー
ル

ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
富
田
淳
）

印
で
た
ど
る
斗

ワ
ー
ル
ド

　
南
太
平
洋
に
は
大
小
数
万
の
島
々
が
点
在
し
、
こ
れ
ら
の

地
域
を
オ
セ
ア
ニ
ア
と
称
し
ま
す
。
約
4
0
0
0
年
前
、
ア

ジ
ア
に
起
源
を
も
つ
人
々
が
海
を
越
え
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
拡

散
し
、
各
地
で
独
自
の
生
活
文
化
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
南
太

平
洋
の
島
々
か
ら
将
来
さ
れ
た
民
族
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
南
太
平
洋
で
は
、
伝
統
的
な
暮
ら
し
や
信
仰
が

近
代
文
明
の
影
響
を
受
け
て
急
激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
所
蔵
品
の
な
か
に
は
、
す
で
に
現
地
で
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
な
資
料
も
あ
り
ま
す
。
本
特
集
で

は
、
当
館
所
蔵
の
南
太
平
洋
の
民
族
資
料
の
な
か
か
ら
、
伝

統
的
な
生
活
や
儀
式
に
か
か
わ
る
器
物
・
衣
類
・
建
築
模
型
な

ど
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
隣
接
し
て
い
な
が
ら
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
南
太
平
洋
の
生
活
文
化
の
一
端
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
通
常
は
オ
セ
ア
ニ
ア
に
含
ま
れ
な
い
台
湾

の
民
族
資
料

も
、
南
太
平
洋
の
も
の
と
比
較
す
る
た

め
に
展
示
し

ま
す
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

ワニ像
ぞう
　メラネシア、ニューギニア島北東部

19世紀後半～ 20世紀初頭　藤川政次郎氏寄贈
ニューギニア島で暮らすワニを祖先として信じる
部族が作った彫刻です

石
せっ

貨
か

ミクロネシア、ヤップ島
19世紀後半
田口卯吉氏寄贈
ヤップ島で用いられた石の
貨幣。よその島で作られて
運ばれてきました

富田研究員のおすすめ

「耕
こうさくたれかていりょくをしらんしょうようひとにぎこうあり

鑿誰知帝力尚羊人在羲皇」
白
はく

文
ぶん

印
いん

小林斗 刻　昭和25年（1950）　個人蔵
日展で1回目の特選を受賞した作

◀  斗 所用の文房具。展覧会場には斗 の書斎を
再現した展示も

花
か

鳥
ちょう

図
ず

摺
しょう

扇
せん

任薫筆　中国　清時代・19世紀　個人蔵
海上派を代表する任薫（じんくん）は、もっとも花鳥画を得意
としました

篆
てん

書
しょ

「蹋
とう

天
てん

一
いつ

磨
ま

」扁
へん

額
がく

呉昌碩筆　中国　中華民国時代・民国13年（1924） 　個人蔵
展示期間：12月13日（火）～12月23日（金・祝）
清末から民国の初めに活躍した呉昌碩（ごしょうせき）の額は、
いつも書斎を飾っていました

34
歳
の
刻

60
歳
の
刻

90
歳
の
刻

「大
たい

象
しょう

無
む

形
けい

」朱
しゅ

文
ぶん

印
いん

小林斗 刻  昭和51年（1976）　
個人蔵
第8回改組日展文部大臣賞受賞

「游
げい

于
に

藝
あそぶ

」朱
しゅ

文
ぶん

変
へん

形
けい

印
いん

小林斗 刻  平成18年（2006）
個人蔵
日展作品集の表紙を飾った大作

　  

篆て
ん

刻こ
く

の
魅
力

墨
の
ニ
ジ
ミ
、
筆
の
肥ひ

痩そ
う

、

刀
の
切
れ
味
、
石
の
欠
け

ぐ
あ
い
。
小
さ
な
印
面
に

は
様
々
な
要
素
が
融
合
し
、

壮
大
な
世
界
が
現
れ
ま
す

6

近
く
て
遠
い
？
　
南
太
平
洋
を
知
ろ
う

 

特
集「
南み

な
み

太た
い

平へ
い

洋よ
う

の
生せ

い

活か
つ

文ぶ
ん

化か

」

〜
12
月
23
日（
金
・
祝
）

●
平
成
館
　
企
画
展
示
室

主
催
：
東
京
国
立
博
物
館
、
読
売
新
聞
社

企
画
協
力
：
謙

古
典
を
学
ん
で
創
り
上
げ
た
独
自
の
造
形
世
界

特
集
　
生
誕
百
年
記
念

「
小こ

林ば
や
し

斗と

あ
ん   

篆て
ん

刻こ
く

の
軌き

跡せ
き

  
―
印い

ん

の
世せ

界か
い

と

中ち
ゅ
う

国ご
く

書し
ょ

画が

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」

〜
12
月
23
日（
金
・
祝
）

●
東
洋
館
　

8
室

注目の 特 集



　
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
の
宝ほ
う
厳ご
ん
寺じ

に
伝
来
し

た
こ
と
か
ら
、「
竹
生
島
経
」と
よ
ば
れ
る
法
華
経

で
す
。
も
と
は
8
巻
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
は
、
そ
の
巻
第
一
の
う
ち
の「
方
便
品
」と「
序じ
ょ
品ほ
ん

第
一
」（
滋
賀
・
宝
厳
寺
蔵
）の
み
が
知
ら
れ
、
と
も

に
国
宝
で
す
。
平
滑
で
光
沢
の
あ
る
雁が
ん
皮ぴ

紙し

に
、

金
銀
泥
を
使
っ
て
瑞ず
い

鳥ち
ょ
う

、
草
花
、
蝶
、
霊れ
い
芝し

雲う
ん
な

ど
の
下
絵
を
や
や
大
ぶ
り
に
描
き
、
金き
ん

界か
い
を
引
い

て
本
文
を
書
写
し
て
い
ま
す
。
日
本
的
な
主
題
の

下
絵
と
、
端
正
で
優
美
な
和
様
の
筆
致
が
調
和
し

て
、
見
る
人
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ

て
い
ま
す
。 

（
高
橋
裕
次
）

　
紅
白
の
花
が
咲
き
誇
る
梅
樹
の
間
か
ら
、
満
月

を
の
ぞ
む
―
新
し
い
年
の
訪
れ
を
寿
ぐ
の
に
ふ
さ

わ
し
い
、優
雅
な
情
景
を
描
い
た
色
絵
茶
壺
で
す
。

江
戸
時
代
前
期
の
京
焼
陶
工
、
野の
の々

村む
ら

仁に
ん

清せ
い
は

轆ろ
く

轤ろ

を
得
意
と
し
、
華
や
か
な
色
絵
陶
器
を
数

多
く
作
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
壺
の
側
面

全
体
に
わ
た
っ
て
梅
樹
が
描
か
れ
、
そ
の
間
を
源

氏
雲
が
漂
い
、
花
が
多
く
咲
く
反
対
側
の
上
部
に

は
月
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
仁
清
は
、
絵
画
的
な

表
現
を
壺
と
い
う
曲
面
に
破
綻
な
く
描
き
あ
げ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
じ
っ
く
り
と
陶
工
の
卓
越
し
た
わ
ざ

と
表
現
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

（
横
山
梓
）

　
掛
袱
紗
は
、
祝
儀
の
品
の
上
に
掛
け
る
覆
い
の

こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
、
年
始
の
挨
拶
や
節
供
、

中
元
や
歳
暮
、婚
礼
や
長
寿
の
お
祝
い
な
ど
、折
々

の
行
事
や
祝
儀
に
合
っ
た
吉
祥
模
様
の
袱
紗
が
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
刺
繡
や
友
禅
染
、
綴つ
づ
れ

織お
り
な
ど
絵

画
表
現
に
適
し
た
技
術
を
い
か
し
た
模
様
に
は
、

人
々
の
吉
事
を
祝
う
心
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
め
で
た
い
お
正
月
に
、
袱
紗
の
模
様
を「
物
語
・

説
話
絵
」「
吉
祥
模
様
」「
武
家
模
様
」「
神
仏
と
祭

り
」の
四
つ
の
テ
ー
マ
で
展
示
し
ま
す
。
模
様
の
意

味
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
祝

う
心
の
表
現
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 （
小
山
弓
弦
葉
）

　
明
治
21
年（
1
8
8
8
）に
発
足
し
た
臨
時
全

国
宝
物
取
調
局
は
、
全
国
の
宝
物
台
帳
を
作
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
文
化
財
の
調
査
と
登
録

を
行
い
ま
し
た
。
取
調
局
委
員
長
と
な
っ
た
九く

鬼き

隆り
ゅ
う

一い
ち

は
翌
年
に
当
館（
当
時
は
帝
国
博
物
館
）の

総
長
と
な
り
、
他
に
も
取
調
局
員
と
博
物
館
職

員
の
兼
任
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
当
館
と
の
連
携

が
う
か
が
え
ま
す
。
5
0
0
0
件
を
超
え
る
調
査

記
録
・写
真
資
料
は
今
年
度
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
作
成
さ
れ
た
記
録
と
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
作
品
か
ら
9
年
間
に
わ
た
る
文
化

財
調
査
の
実
際
と
そ
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
博
物

館
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
三
輪
紫
都
香
）

袱
ふく

紗
さ

紺
こん

繻
しゅ

子
す

地
じ

鯛
たい

模
も

様
よう

江戸時代・
18～19世紀
アンリー夫人寄贈
縄に繫いだ2尾の鯛を刺繡した、
めでたさ全開！のデザインです

◎色
いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

仁清
江戸時代・17世紀

法
ほ

華
け

経
きょう

 方
ほう

便
べん

品
ほん

（竹
ちく

生
ぶ

島
じま

経
きょう

）
平安時代・11世紀

日本的な主題で描かれた下絵は、平安時代の絵画としても貴重です

銀泥で表された白梅と月は、今では黒ずんでいます。
制作当初の輝きはどれほどだったことでしょう！

（部分）

梅樹の間からのぞむ満月 

◉紅
こう

白
はく

芙
ふ

蓉
よう

図
ず
　李迪筆

中国　南宋時代・慶元3年（1197）
展示期間：12月20日（火）～1月9日（月・祝）
全国各地の美術品が宝物調査の対象になりました。
当館を代表する名品の本作品もその一つです

7

本館
日本に出会う

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本
館
3
室
　
仏
教
の
美
術

〜
12
月
11
日（
日
）

本
館
13
室
　
陶
磁

本
館
14
室
　

本
館
15
室
　
歴
史
の
記
録
　

お
だ
や
か
で
優
美
な
装
飾
経

国
宝
　 

法ほ

華け

経き
ょ
う 

方ほ
う

便べ
ん

品ほ
ん

（
竹ち

く

生ぶ

島じ
ま

経き
ょ
う

）

年
1
月
2
日（
月・休
）〜
3
月
20
日（
月・祝
）

新
春
に
こ
そ
見
た
い
！

ト
ー
ハ
ク
を
代
表
す
る
華
や
か
な
名
品

重
文
　

色い
ろ

絵え

月げ
つ

梅ば
い

図ず

茶ち
ゃ

壺つ
ぼ

12
月
20
日（
火
）〜

年
2
月
19
日（
日
）

お
め
で
た
い
模
様
で
祝
う
お
正
月

特
集
　「 

掛か
け

袱ふ
く

紗さ

―
祝い

わ
う
心こ

こ
ろ

を
模も

様よ
う
に
た
く
す
」

12
月
20
日（
火
）〜

年
2
月
19
日（
日
）

当
時
を
伝
え
る
貴
重
な
調
査
記
録

特
集 「 

臨り
ん

時じ

全ぜ
ん

国こ
く

宝ほ
う

物も
つ

取と
り

調し
ら
べ

局き
ょ
く

の
活か

つ

動ど
う

―
明め

い
治じ

中ち
ゅ
う

期き

の
文ぶ

ん
化か

財ざ
い

調ち
ょ
う

査さ

―
」



8

12/11 日

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

茶の美術

入 

口

1 ̶ 1

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

仏教の美術 
―平安～室町3 ̶ 1

仏教の興隆
―飛鳥・奈良1 ̶ 2

国宝室

2

壺
つぼ

形
がた

土
ど

器
き

青森県五戸町倉石中市日向出土
縄文時代（後期）・前2000～前1000年
棺として死者を葬るにふさわしい美しさ
を備える大形の壺形土器です

3 ̶ 2

宮廷の美術 
―平安～室町

術の流れ
戸まで、
 どる日本美術史  

3 ̶ 3 禅と水墨画
―鎌倉～室町

8-9ページに掲載の作品について、音声と文字による詳しい解説を、スマートフォン向けアプリ「トーハクなび」で公開しています。一部作品は対象外となりますので、展示室でトーハクなびマーク を
ご確認ください。　＊展示室で音声ガイドをご利用になる場合は、イヤフォンが必要です。　 は新春特別公開の作品です

2017/4/23 日
賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

断
だん

簡
かん

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆
奈良時代・8世紀
筒井邦子氏寄贈
賢者と愚者に関する話を
集めた経典で、聖武天皇
の筆跡と伝えています

◉興
こう

福
ふく

寺
じ

鎮
ちん

壇
だん

具
ぐ

（ガラス玉）
奈良市興福寺中金堂須弥壇下出土
奈良時代・8世紀
黒鉛と白石をるつぼで溶かし、緑青や
赤土で着色したガラス玉。興福寺建
立時に埋納された鎮壇具の一部です

◉法
ほ

華
け

経
きょう

 方
ほう

便
べん

品
ぼん

（竹
ちく

生
ぶ

島
じま

経
きょう

）
平安時代・11世紀

12/11 日

◎毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・応保2年（1162）頃
川端龍子氏寄贈
施主の願いをこめて、毘沙門
天の版画が像内に納められて
いました

12/11 日

青
せい

磁
じ

鳳
ほう

凰
おう

耳
みみ

花
はな

生
いけ

中国・龍泉窯
南宋～元時代・13世紀
松永安左エ門氏寄贈
上質な青磁の花生は、古くから
多くの茶人に愛玩されてきました

志
し

野
の

茶
ちゃ

碗
わん

 銘
めい

 橋
はし

姫
ひめ

　美濃
安土桃山～江戸時代・16～17世紀
松永安左エ門氏寄贈
志野茶碗のなかでもことに大きく、堂 と々しています

◎樫
かし

鳥
どり

糸
いと

肩
かた

赤
あか

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

室町時代・15世紀
秋田一季氏寄贈
兜、袖を完備した貴重な胴丸
の作例で、威や金物も装飾的
で華やかです

◉寛
かん

平
ぴょうの

御
おおんときの

時后
きさいの

宮
みやの

歌
うた

合
あわせ

（十
じっ

巻
かん

本
ぼん

歌
うた

合
あわせ

）
伝宗尊親王筆　平安時代・11世紀

歌合を書写した
もので、紀貫之
や素性法師など
著名な歌人が名
を連ねています

◉扇
せん

面
めん

法
ほ

華
け

経
きょう

冊
さっ

子
し

平安時代・12世紀
→本誌3ページ

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

切
ぎれ

（巻
かん

子
す

本
ぼん

）　藤原定実筆
平安時代・12世紀　森田竹華氏寄贈
蠟箋（ろうせん）という珍しい紙に調和する
流麗な筆運びです

◎東
とう

北
ほく

院
いん

職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

絵
え

巻
まき

鎌倉時代・14世紀
職人たちが自らの職業を踏まえた歌を詠み
競う、職人歌合絵の最古作

12/11 日

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

「教
きょう

外
げ

別
べつ

伝
でん

不
ふ

立
りゅう

文
もん

字
じ

」
一休宗純筆
室町時代・15世紀 
真の仏の教えは言葉の
外にある、という禅の
根本を説いた八文字

（部分）

（部分）

（部分）（部分）

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　
安土桃山時代・16世紀
→本誌3ページ

1/17 火 2/12 日

◉楼
ろう

閣
かく

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　池大雅筆
江戸時代・18世紀　團伊能氏寄贈
中国の有名な景勝地を描いた
屛風。金地に映える人物の鮮
やかな色彩にご注目ください

（部分）

12/11 日

2/5 日

2017/1/2 月・休

2/5 日

2017/1/2 月・休

2017/1/2 月・休 3/20 月・祝

月・休2017/1/2 1/15 日

月・休2017/1/2 2/5 日

1/17 火 2/5 日

◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

霊彩筆
龍崗真圭賛
室町時代・15世紀
線の達人、霊彩による多彩な
線描のテクニックにご注目く
ださい

12/11 日

（左隻）

金銀泥で瑞鳥、
蝶などの下絵を
描き、端正で優
美な法華経の名
品です

2017/1/2

1/15 日

月・休

7/16 日2017/1/2 月・休

12/11 日　　　　　　三
さん

角
かく

板
いた

鋲
びょう

留
どめ

短
たん

甲
こう

福井県永平寺町松岡吉野堺
二本松山古墳出土
古墳時代・5世紀
帯金（おびかね）式甲冑とよばれる
日本列島独自のデサインと構造を
もつ短甲です
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（右隻）

出 

口

5 6

能と歌舞伎

9

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1

7

【衣装】 

浮世絵と衣装 ―江戸10

【浮世絵】 

武士の装い 
―平安～江戸

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

「直
じかにばんちょうのかんをとおる

透萬重関」
沢庵宗彭筆
江戸時代・17世紀
山本富子氏・賢二氏寄贈
反骨の禅僧、沢庵の墨跡。
『臨済録』からの一句です

屛風と襖絵 
―安土桃山・江戸

能装束や中啓に表される伝統的な
日本の吉祥模様をご覧いただきます。

幕末に大奥で活躍した
坂東三津江の衣装を中心
に、主として男性役の衣
装を展示します。

唐
から

織
おり

 紅
べに

地
じ

椿
つばき

牡
ぼ

丹
たん

蝶
ちょう

宝
たから

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀　文化庁蔵
「長春花」と称される椿、富貴の花である
牡丹など吉祥に満ちたデザインです

羽
は

織
おり

・着
き

付
つけ

 萌
もえ

黄
ぎ

繻
しゅ

子
す

地
じ

的
まと

矢
や

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀　高木キヨウ氏寄贈
梶原源太景季の衣装と伝わる1領。
その騎射の腕を象徴するデザイン

日本美 
縄文から江
ほんものでた必見

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本館2階

［12月q1月］

◎車
くるま

争
あらそい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野山楽筆
江戸時代・慶長9年（1604）
もと九条幸家の御殿の襖絵。
山楽やまと絵の名品です

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸8 ̶ 1

書画の展開
―安土桃山・江戸8 ̶ 2

東
とう

行
こう

記
き

烏丸光広筆　
江戸時代・17世紀
歌と絵でつづる、江戸時代
初期の公卿、烏丸光広の旅
日記です

寿
じゅ

老
ろう

人
じん

大
おお

香
こう

炉
ろ

讚窯
仁阿弥道八作
江戸時代・天保14年（1843）
小倉安之氏寄贈
京焼の名工、仁阿弥道八が
高松藩の讚窯に招かれて制
作しました

◎黒
くろ

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀
徳川家康の四天王の1人、
榊原康政が用いたもの
で、当世具足の優品です

武
ぶ

家
け

煤
すす

払
はらい

の図
ず

喜多川歌麿筆
江戸時代・19世紀
大掃除の絵ですが、なにやら
討ち入りのようにも見えます

葛飾北斎や喜多川歌麿によ
る『仮名手本忠臣蔵』を題材
とした作品を中心にご紹介し
ます。

12/11 日

新
しん

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

図
ず

帖
じょう

（下帖）
狩野探幽筆　江戸時代・寛文4年（1664）
繊細にして華麗、将軍綱吉に嫁ぐ娘に鷹司房
輔が贈った名品です

紅葉や雪景色など秋から冬にかけての
意匠や風景模様を中心に紹介します。

小
こ

袖
そで

 浅
あさ

葱
ぎ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

花
はな

紅
も み じ

葉籠
かご

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
多彩色で繊細に色を挿し優雅に染められた
友禅染の小袖です

群
ぐん

鶴
かく

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

江戸時代・18世紀　松永安左エ門氏寄贈
大胆な構図と鉛板の使い方が、当時人気
の光琳風です

吉祥模様を表した華やかな女性の晴着を紹介します。

◎小
こ

袖
そで

 黒
くろ

紅
べに

綸
りん

子
ず

地
じ

草
くさ

木
き

鶴
つる

亀
かめ

幾
き

何
か

学
がく

形
けい

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀
さまざまな吉祥模様を表した江戸時代初期の晴着です

（部分）

12/11 日

◎西
せい

湖
こ

春
しゅん

景
けい

・
銭
せん

塘
とう

観
かん

潮
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

池大雅筆　江戸時代・18世紀
→本誌3ページ

12/11 日

12/11 日

2/5 日

2017/1/2 月・休

お正月にちなんで、羽根突や万歳、吉祥モチーフを
描いた作品を紹介します。

隅
すみ

田
だ

川
がわ

図
ず

巻
かん

　鳥文斎栄之筆　江戸時代・19世紀

恵比須、大黒天、福禄寿が隅田川を上って吉原通い。
3福神が揃って縁起が良い

1/29 日2017/1/2 月・休

3/12 日

2017/1/2 月・休

月・休2017/1/2 2/5 日

月・休2017/1/2 2/26 日

月・休2017/1/2 2/26 日

12/11 日

2017/1/29 日

2017/1/29 日

2017/1/2

1/15 日

月・休

（部分）



　『
三さ
ん
国ご
く
遺い

事じ

』に
よ
る
と
、
新し
ん
羅ら

の
都
・
慶キ
ョ
ン

州ジ
ュ

の
四
天
王
寺
は
、
文ぶ
ん
武ぶ

王お
う
の
9
年（
6
6
9
年
）

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
新
羅
は
ラ
イ
バ

ル
の
百ひ
ゃ
く

済さ
い
と
高こ
う
句く

麗り

を
破
り
、
中
国
の
唐と
う
と
の

対
決
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

　
四
天
王
寺
で
は
多
く
の
緑
釉
磚
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
磚
と
は
レ
ン
ガ
の
こ
と
で
す
。
鉛
分

を
含
む
釉
薬
を
掛
け
て
焼
く
と
、
緑
色
に
発
色

し
ま
す
。
こ
れ
が
緑
釉
磚
で
す
。
新
羅
で
は
6

世
紀
ご
ろ
か
ら
緑
釉
が
作
ら
れ
始
め
て
い
ま
し

た
。
写
真
の
磚
は
、
両
側
の
縁
が
曲
線
で
、
互

い
に
組
み
合
わ
せ
て
床
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
洋
館
10
室
で
は
、
他

に
も
緑
釉
作
品
を
展
示
中
。
今
な
ら
、
当
館
所

蔵
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
朝
鮮
の
緑
釉
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 

（
白
井
克
也
）

　
仏
教
観
に
基
づ
い
た
八
つ
の
宝
物
を
八は
っ
宝ぽ
う
と

呼
び
ま
す
。
中
国
・
明
時
代
に
は
八
宝
が
吉
祥

文
様
と
し
て
発
展
し
、
八
宝
が
八
人
の
仙
人
に

な
ぞ
ら
え
ら
れ「
暗あ
ん
八は
っ
仙せ
ん
」と
称
さ
れ
る
文
様
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
宝
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
宝
文
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
室
町
時
代
に
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
金き
ん

襴ら
ん
や
緞ど
ん
子す

の
織
文
様
に
も
表
さ
れ
、
江
戸
時
代

の
茶
人
た
ち
が
名め
い

物ぶ
つ

裂ぎ
れ
と
し
て
愛
好
し
ま
し

た
。
当
館
の
名
物
裂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
宝
尽
文
様
を
そ
の
意
味
と
と
も
に

紹
介
し
、
中
国
に
お
け
る
吉
祥
の
表
現
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

金
かな

地
じ

金
きん

襴
らん

　紫
むらさき

地
じ

宝
たから

尽
づくし

文
もん

様
よう

　
中国　明時代・16～17世紀　前田家伝来
地文様もキラキラ輝く金襴の宝尽文様。さて、八つの宝とその意味は…
答えは展示室で見つけてください！

　
2
0
1
6
年
は
、
書
画
の
実
作
と
理
論
を
よ

く
し
、
偉
大
な
収
蔵
家
で
も
あ
っ
た
董と
う
其き

昌し
ょ
う

の

没
後
3
8
0
年
に
あ
た
り
ま
す
。
董
其
昌
は
唐と
う

の
顔が
ん
真し
ん
卿け
い
や
東と
う
晋し
ん
の
王お
う
羲ぎ

之し

ら
を
学
び
、
当
時

の
形
式
化
し
た
書
を
否
定
し
て
、
平
淡
な
書
風

を
理
想
と
し
ま
し
た
。
画
は
、
宋そ
う
や
元げ
ん
の
諸
家

の
作
風
を
広
く
学
び
、
文
人
画
の
伝
統
を
継
承

し
つ
つ
、
急
進
的
な
奇
想
派
の
嚆こ
う
矢し

と
な
る
作

例
も
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
、
中
国

書
画
史
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
、
後
世
に
も
影

響
を
与
え
続
け
た
董
其
昌
の
魅
力
に
迫
り
ま

す
。
台
東
区
立
書
道
博
物
館
と
の
連
携
企
画
第

14
弾
！  

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
富
田
淳
）

緑
りょく

釉
ゆう

千
ち

鳥
どり

形
がた

磚
せん

伝韓国慶州四天王寺跡出土
統一新羅時代・7世紀
小倉コレクション保存会寄贈
たくさんの磚を、曲がった面
どうし組み合わせました

　
水
牛
の
革
で
作
っ
た
影
絵
人
形
、
ワ
ヤ
ン
・

ク
リ
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』や『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』な
ど
の
登
場
人

物
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
当
館
の
ワ

ヤ
ン
・
ク
リ
に
は
女
性
の
人
形
が
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
昨
年
度
、
田
枝
豪
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
寄
贈
を
受
け
て
、
新
た
な
女
性
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
加
え
ま
し
た
。

　
ウ
モ
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ウ
マ
ー（
パ
ー
ル

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
）に
当
た
り
、
宇
宙
を
支
配
す
る
神

ブ
ト
ロ
・
グ
ル（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
シ
ヴ
ァ
神
）

の
妻
で
す
。
頭
の
花
飾
が
ウ
モ
の
特
徴
で
す
。

 

（
白
井
克
也
）

ワヤン・クリ　ウモ
インドネシア、中部ジャワ　20世紀後半
田枝豪氏寄贈
鮮やかな彩色もワヤン・クリの魅力です

（部分）

（部分）

（部分）

渓
けい

山
ざん

絶
ぜつ

塵
じん

図
ず

  呉彬筆  中国 明時代・万暦43年（1615）
個人蔵  展示期間：2017年1月2日（月・休）～1月15日（日）
明末のエキセントリック絵画は、見る者を圧倒します

行
ぎょう

書
しょ

項
こう

墨
ぼく

林
りん

墓
ぼ

誌
し

銘
めい

巻
かん

　董其昌筆
中国 明時代・崇禎8年（1635）　高島菊次郎氏寄贈
大コレクター項元 （こうげんべん）のもとで、董其
昌は書画に開眼しました

10

東洋館
アジアを旅する

総合文化展 ｜ 見どころ案内

13
東洋館

室

お
正
月
に
は
お
め
で
た
い
も
の
尽
く
し

「
宝た

か
ら

尽づ
く
し

文も
ん

様よ
う

」

〜

年
1
月
15
日（
日
）

       「
中
国
の
染
織
」

5
東洋館

室

中
国
書
画
史
を
変
え
た
大
家

特
集  「 

董と
う

其き

昌し
ょ
う

と
そ
の
時じ

代だ
い

―
明み

ん

末ま
つ

清し
ん

初し
ょ

の
連れ

ん

綿め
ん

趣し
ゅ

味み

―
」

年
1
月
2
日（
月
・
休
）〜
2
月
26
日（
日
）

       「
中
国
の
絵
画
・
書
跡
」

8
東洋館

室

ト
ー
ハ
ク
の
朝
鮮
の
緑
釉
が
勢
ぞ
ろ
い

緑り
ょ
く

釉ゆ
う

千ち

鳥ど
り

形が
た

磚せ
ん

〜

年
5
月
7
日（
日
）

       「
朝
鮮
の
仏
教
美
術
」

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
お
披
露
目
し
ま
す

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ワ
ヤ
ン
」

〜

年
1
月
15
日（
日
）

       「
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化
」

10
東洋館

室



　
日
本
の
土
偶
の
な
か
で
も
最
も
著
名
な
土
偶
と

い
え
ば
、
右
下
の
亀
ヶ
岡
出
土
の
遮
光
器
土
偶
。
縄

文
時
代
も
終
わ
り
を
迎
え
る
頃
に
東
北
地
方
で
作

ら
れ
ま
し
た
。
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
顔

や
体
は
も
と
よ
り
、
冠
の
よ
う
な
装
飾
や
全
身
を
包

み
込
む
よ
う
な
文
様
も
ま
た
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
土
偶
が
作
ら
れ
た
当
時
の
東
北
地
方
に
は
、

亀
ヶ
岡
文
化
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
縄
文
文
化
の

華
と
も
讃
え
ら
れ
る
亀
ヶ
岡
文
化
は
、
隣
接
す
る

北
海
道
や
関
東
地
方
だ
け
で
は
な
く
、
遠
く
離
れ

た
北
陸
や
中
部
、
そ
し
て
東
海
地
方
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
証
と
な
る
の
が
、
今
回
展

示
す
る
遮
光
器
土
偶
た
ち
で

す
。
と
き
に
持
ち
運
ば
れ
、
と

き
に
人
づ
て
に
聞
い
て
作
ら
れ

た
遮
光
器
土
偶
の
物
語
。
造
形

的
な
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

縄
文
時
代
の
人
び
と
の
交

流
や
祈
り
の
あ
り
よ
う

に
も
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　（
品
川
欣
也
）

　
孔こ
う

子し

が
琴
楽
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

琴
の
演
奏
は
中
国
で
は
士
人
の
た
し
な
み
と
し
て

伝
承
さ
れ
ま
し
た
。
琴
は
日
本
へ
は
奈
良
時
代
に

伝
わ
り
、
七
弦
琴
と
も
よ
ば
れ
ま
す
。
正
倉
院
宝

物
と
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
な
か
に
、
当
時
の
七
弦

琴
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
七
弦
琴
は
桐
材
で
作
っ
た

本
体
に
黒
い
漆
を
塗
り
、
上
面
に
は
丸
く
切
っ
た
貝

片
13
個
を
一
列
に
は
め
込
ん
で
、
指
で
弦
を
押
え
る

場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
胴
の
内
部
に
は「
開

元
十
二
年
歳
在
甲
子
　
五
月
五
日

於
九
隴
縣
造
」と
い
う
墨
書
が
あ

り
、
唐と
う

時
代
、
玄げ
ん

宗そ
う

皇
帝
が
在
位

し
て
い
た
開か
い

元げ
ん

12
年（
7
2
4
）

に
、
四
川
省
成
都
市
に
近
い
九き
ゅ
う

隴ろ
う

県
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
、
制
作
年
代
と
制
作
地
が
わ
か

る
最
古
の
七
弦
琴
で
す
。
漆
塗
膜

の
表
面
に
は
た
く
さ

ん
の
断
文（
細
か
い

亀
裂
）が
入
り
、
こ

の
琴
が
経
て
き
た
長

い
年
月
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。  

 

（
竹
内
奈
美
子
）

遮
しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

静岡県川根本町上長尾夕宮出土
縄文時代（晩期）・
前1000～前400年
完全な形の残る遮光器土偶とし
ては最も西の出土例です

◉七
しち

弦
げん

琴
きん

唐時代・開元12年（724）
七弦琴は古来より奏者自身が
楽しむ楽器であるため、音量
はあまり大きくないそうです

◎遮
しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

青森県つがる市
木造亀ヶ岡出土
縄文時代（晩期）・
前1000～前400年
亀ヶ岡文化の本場から
出土した遮光器土偶。
これが各地のお手本と
なりました

10 0 0 年後の未来に    バトンタッチ！

線

調
査
で
の
他
機
関
と
の
連
携

保
存
と
修
理
情
報
38

サウロルニトレステス化石のCT調査の様子

　

年
春
か
ら
夏
に
か

け
て
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館

（
以
下
、科
博
）で
開
催
さ
れ
た「
恐

竜
博

」に
当
館
が
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ご
存
じ
な

い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
当
館
と
科
博
は
斜
向
い
に
あ
り

ま
す
が
、
研
究
分
野
が
違
う
こ
と

な
ど
か
ら
、
近
く
て
遠
い
お
隣
様

で
し
た
。
し
か
し
昨
今
は
上
野
地

区
全
体
で
文
化
財
を
守
り
、
発
信

し
て
い
く
気
運
が
高
ま
っ
て
お

り
、
両
館
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に

年
に

線

ス
キ
ャ
ナ
ー（
以
下
、

）を

当
館
に
導
入
し
て
か
ら
は
、
同
装

置
を
用
い
た
共
同
調
査
が
進
ん
で

い
ま
す
。「
恐
竜
博

」

で
は
、
展
示
中
か
つ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
作
業
中
の
サ
ウ
ロ
ル
ニ
ト
レ
ス

テ
ス（
鳥
類
に
近
縁
な
肉
食
恐
竜
）

サウロルニトレステス化石のCT画像

化
石
の

調
査
を
行
い
、

撮
影
技
術
の
研
究
と
未
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
部
分
の
作
業
前
状
態
確
認
が

で
き
ま
し
た
。

　

を
用
い
た
調
査
は
科
博

以
外
に
も
国
内
外
の
美
術
館
博
物

館
を
は
じ
め
、
大
学
、
修
理
工
房
、

寺
社
、
行
政
機
関
な
ど
と
の
共
同

調
査
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。 

共
通
の
道
具
を
用
い
て
分
野
や
組

織
を
超
え
て
文
化
財
を
守
り
、
交

流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
今
後
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
荒
木
臣
紀
）

サウロルニトレステス化石のクリーニング
作業の様子（写真提供：国立科学博物館）
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平成館
考古で遊ぶ

総合文化展 ｜ 見どころ案内

法隆寺宝物館
宝物に浸る

総合文化展 ｜ 見どころ案内

12
月
6
日（
火
）〜

年
6
月
4
日（
日
）

● 

平
成
館
　
考
古
展
示
室

こ
れ
ぞ
〝
ザ
・
土
偶
〞で
す

重
文 

遮し
ゃ

光こ
う

器き

土ど

偶ぐ
う

11
月
29
日（
火
）〜

年
1
月
22
日（
日
）

● 

法
隆
寺
宝
物
館
　
第
4
室

約

年
前
に
渡
来
し
た
琴
の
姿

国
宝 

七し
ち

弦げ
ん

琴き
ん



教育普及事業

あなたも博物館でボランティア　
日時： 2017年1月31日（火）　14：00～14：30

本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：鈴木みどり（ボランティア室長）
見学だけじゃもったいない。こんな関わり方もあります。ボラン
ティアになるには？  やりがいは何？  トーハクボランティアのあれ
これをご紹介します。

東京藝大大学院インターンによるギャラリートーク
毎年好評の藝大生によるギャラリートーク。今年度は、本館、東洋館、法隆寺宝
物館、平成館で行います。（各回15：30～15：50）

古代エジプトの秘密、ミイラ
12/8（木）・11（日）・22（木）、2017/1/8（日）・14（土）・24（火）
解説：権祥海　東洋館3室（集合：東洋館エントランス）
3000年近く前に作られたミイラは何を語っているのか、その謎めいた世界を
ご紹介します。

下村観山「弱
よろ
法
ぼ
師
し
」を読み解く

12/10（土）・15（木）、2017/1/7（土）・12（木）・19（木）・20（金）
解説：下岡史奈　本館18室（集合：本館エントランス）
発表当時より傑作と名高い下村観山の「弱法師」。作品の制作背景や表現から
その魅力をご紹介します。

法隆寺の押
おし
出
だし
仏
ぶつ

12/14（水）・18（日）・21（水）、2017/1/11（水）・18（水）・25（水）
解説：辻角香与　法隆寺宝物館第 2室（集合：法隆寺宝物館エントランス）
飛鳥時代に現れた押出仏、その特色を当時の国際色豊かな文化とともにご紹
介します。

英
はなぶさ
一
いっ
蝶
ちょう
の「富士山図」を観よう

2017/1/5（木）・15（日）・22（日）・26（木）、2/2（木）・5（日）
解説：水谷文美　本館8室（集合：本館エントランス）
描かれた富士山の姿を手がかりに、英一蝶の風俗画家としての表現をひも解
きます。

奈良時代の乾漆像「日光菩薩坐像」に迫る！
2017/1/28（土）、2/17（金）・21（火）・22（水）、3/1（水）・10（金）
解説：櫟原千寿帆　本館1室（集合：本館エントランス）
柔らかな肌にしなやかな衣。リアルを求めた奈良時代の仏像の魅力をたっぷ
りとお伝えします。

アイヌの飾太刀にみる祈りの造形
2017/1/29（日）、2/1（水）・8（水）・15（水）・24（金）・28（火）
解説：石坂玲　本館16室（集合：本館エントランス）
儀礼に用いられたアイヌの飾太刀。その装飾と形から、祈りの造形感覚を読
み解きます。

「突
とっ
線
せん
鈕
ちゅう

5式銅
どう
鐸
たく
」をじっくり見てみよう

2017/2/9（木）・11（土・祝）・16（木）・23（木）・25（土）、3/2（木）
解説：宮澤大
平成館考古展示室（集合：平成館考古展示室入口）
銅鐸のなかでも最大の大きさを誇る突線鈕 5式銅鐸をじっくり見つめなお
し、魅力を再発見します。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス
講演会

月例講演会「中国の女帝と石仏」
日時：12月10日（土）　13：30～15：00　
講師：勝木言一郎（教育講座室長）

東洋館では中国陝
せん
西
せい
省
しょう
西
せい
安
あん
の宝慶寺からもたらされた如

にょ
来
らい
三
さん
尊
ぞん
仏
ぶつ
龕
がん
という

石仏を数多く展示しています。これらは中国の唯一の女帝であった則
そく
天
てん
武
ぶ
后
こう

にゆかりの石仏です。如来三尊仏龕を中心に東洋館に展示されている石仏の
魅力について解説します。

月例講演会「謎の青銅器、銅
どう
鐸
たく
」　

日時：2017年1月21日（土）　13：30～15：00　
講師：井上洋一（学芸企画部長）
江戸時代から研究されながらその実態が未だにつかめない銅鐸。この謎の青
銅器をさまざまな角度から捉え、少しでもその実態に迫りたいと思います。

＊会場は平成館大講堂、定員380名（先着順）、聴講無料（ただし、当日の入館料が必要）。
＊開場は開始の30分前（予定）。

ギャラリートーク
南の島の暮らし　＊関連展示：本誌6ページ
日時：12月6日（火）　14：00～14：30　平成館企画展示室
講師：猪熊兼樹（出版企画室主任研究員）
南太平洋の島々で先祖や精霊をあがめて暮らす人々の生活道具を見てみましょう。

中国地方東部の古墳文化　
日時：12月13日（火）　14：00～14：30　平成館考古展示室
講師：河野正訓（考古室研究員）

吉
き
備
び
・伯
ほう
耆
き
・因
いな
幡
ば
で育まれた特色ある古墳文化をご紹介します。

明治 20年代の文化財調査　＊関連展示：本誌7ページ
日時：12月20日（火）　14：00～14：30　本館15室
講師：三輪紫都香（150年史編纂室アソシエイトフェロー）
明治21～30年の間に臨時全国宝物取調局によって行なわれた文化財調査の
活動を、調査対象となった作品や調査記録を通してご紹介します。

古代の染織製天
てん
蓋
がい

日時：2017年1月17日（火）　14：00～14：30　東洋館ミュージアムシアター
講師：澤田むつ代（客員研究員）
天蓋とは仏像の頭上などを飾った染織製のものです。法隆寺に伝来した「絹

きぬ

傘
がさ
」や「織物天蓋残欠」と正倉院伝来の天蓋残欠との違いをご紹介します。

董
とう
其
き
昌
しょう
とその時代―明

みん
末
まつ
清
しん
初
しょ
の連
れん
綿
めん
趣
しゅ
味
み
―　＊関連展示：本誌10ページ

日時：2017年1月24日（火）　14：00～14：30　東洋館8室
講師：富田淳（学芸研究部長）
董其昌の出現によって、中国書画の流れは大きく変わりました。董其昌の実像
に迫ります。

陶片を語る―中国唐、宋の青磁　
日時：2017年1月27日（金）　18：30～19：00　東洋館5室
講師：三笠景子（東洋室主任研究員）
東京国立博物館が収蔵する陶片コレクションから、中国の唐・宋時代に作られ
た青磁の魅力に迫ります。

＊ 事前申込プログラムにお申し込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、
通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。

南の島に
行きたーい！

ボラン
ティア

さん

大活
躍だ
ほ
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あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

こどもたちのアートスタジオ 　勾
まが

玉
たま

作り

平成館考古展示室の勾玉を見学した後に、滑石を加工してオリジナルの勾玉
を制作します。完成作品はお持ち帰りいただけます。

日時：2017年2月5日（日）　13：30～15：30
会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学3年生～中学生（保護者の見学可能）

定員：20名程度（応募者多数の場合は抽選） 
参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。往
復はがきの場合は、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）の氏名・ふ
りがな、学年、（2）参加者の郵便番号・住所（2名の場合は、それぞれの住所）、
（3）代表者の電話番号、（4）保護者が一緒の場合はその人数を、「返信用表面」
に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
申込締切：2017年1月9日（月・祝）必着
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9 
東京国立博物館ボランティア室 「2月5日勾玉作り」係
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

◆ボランティアによるガイドツアー
12月3日（土）： 考古展示室ガイド、たてもの散歩ツアー、彫刻ガイド、刀剣・武

士の装いツアー、陶磁ガイド、樹木ツアー、本館ハイライトツ
アー、庭園茶室ツアー、法隆寺宝物館ガイド

12月4日（日）： 東洋館ツアー、アートスタジオ、お茶会、たてもの散歩ツアー、
彫刻ガイド、英語ガイド、近代の美術ガイド、本館ハイライトツ
アー、浮世絵ガイド、考古展示室ガイド、法隆寺宝物館ガイド

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

※ガイドツアーの集合場所、時間などの詳細は本誌カレンダー（16ページ）、チラシ、当
館ウェブサイト、当日の館内案内をご覧ください。

※ボランティアデーの催しは、お茶会を除いて参加無料。ただし、当日の入館料が必要。

※お茶会（先着15名）、庭園茶室ツアー（先着18名）は開始30分前に集合場所で整理
券を配布します。

※アートスタジオは事前申込制（申込みは締切りました）。

12月3日（土）・4日（日）に「東博ボランティアデー」を開催します。皆さんにトー
ハクでの時間を「より楽しく」「より快適に」過ごしていただくために、当館では
155名のボランティアが活動しています。ボランティアデーではボランティア
によるすべての催しと、当日限定のボランティア活動紹介ツアーなども行いま
す。2日間のスケジュールは、以下のとおりです。

◆ボランティア活動紹介ツアー
実際の活動現場を現役ボランティアがご案内します。トーハクのボランティ
ア活動に興味をもっている方は、直接会話をするチャンスです！
時間：10：30～11：30、12：30～13：30（随時受付、ツアー時間は30分程度）
受付：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティア募集説明会
平成 29年度のボランティアへの応募をお考えの方に、概要と活動の仕組み、
応募方法についてご説明します（応募に際し、参加必須ではありません）。
時間：10：00～10：30、12：00～12：30、16：00～16：30（すべて同内容）
場所：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

東博ボランティアデー2016

五感を使った美術体験

ツアー・ワークショップ
［往復はがき］事前申込制

バックヤードツアー   保存と修理の現場へ行こう

文化財の保存と修理についての解説およびバックヤードツアーを行います。ツ
アーでは関連展示や修理室、さらに大型CTスキャナー、X線による分析機器
をご案内します。

日時：2017年3月23日（木）　13：30～16：30
定員：60名（応募者多数の場合は抽選）
参加費：無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：往復はがきでお申し込みください。「往信用裏面」に（1）氏名・ふりが
な、（2）郵便番号・住所、（3）電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏
名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。＊1枚のはがきで１名のみ申込可。
申込締切：2017年1月31日（火）必着
申込先：〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館教育講座室「バックヤードツアー」係
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　教育講座室

［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ファミリーツアー＆子どもツアー
トーハク劇場へようこそ！
考古学をテーマにした演劇形式のツアーです。
劇場にお芝居を観に行くような、わくわくした気分で楽しんでください。

ファミリーツアー
Ⓐ12月18日（日） 10：00～11：00　Ⓑ12月23日（金・祝） 10：00～11：00
子どもツアー
Ⓒ12月18日（日） 13：00～14：00　Ⓓ12月23日（金・祝） 13：00～14：00
対象：ファミリーツアー（Ⓐ、Ⓑ）は小学1～3年生とその保護者
子どもツアー（Ⓒ、Ⓓ）は小学4～6年生（保護者の見学可能、ただし混雑時を除く）
定員：Ⓐ、Ⓑは各回10組、Ⓒ、Ⓓは各回20名　（いずれも応募者多数の場合は抽選）
参加費：いずれも無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の
入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください
※子どもツアー（Ⓒ、Ⓓ）は対象年齢内であれば、1回の入力で3人まで申込可。
申込締切：12月8日（木）必着
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　教育普及室

トーハクくんとユリノキちゃんは、今春のトーハク広報大使
就任以来、さまざまな活動をしてきました。広報大使就任
1年目を総括し、それぞれの思い出に残るNo.1を大発表！

広報大使就任1年目を総括！

京都国立博物館のトラりんと
一緒に愛媛へ。トーハクを
いっぱいPRできたしおいし
いものも食べたし、とっても
楽しかったほ。来年はもっと
上位を狙うほ。みんな応援よ
ろしくだほ！

人気者のくまモンと共演しま
した。さすがくまモン、たくさ
んのお客様が会いにきてくれ
て、私ってこんなに人気があ
るの！？ って勘違いしちゃっ
たわ。くまモン体操も事前に
練習して3人で踊ったのよ。

日本の楽器のコンサートに参
加したり、考古の解説をした
縄文人・弥生人のお兄さんらと
記念撮影したり、大活躍！ た
くさんの子どもさんたちに囲
まれて、2人ともとっても楽し
そうでした。

広報室長の No.1

子どものためのとくべつな1日
「トーハクキッズデー」

広

報大使ユリノ キ
ち
ゃ
ん

ユリノキちゃんの No.1

ミュージアムシアター「熊本城」
イベント

広報大使ト ー ハ ク く
ん

トーハクくんの No.1

ゆるキャラ®グランプリ 2016 
in 愛顔のえひめ
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イベント＆インフォメーション  

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様

特別会員 維持会員 団体
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様

東京国立博物館賛助会員　2016年11月16日現在

株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
有限会社 アトリエ・エビス 様

一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
株式会社 植寿園 様
金剛株式会社 様
株式会社 鶴屋吉信 様
株式会社 ロイスダール 様
株式会社 岡村製作所 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様

特別会員
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
田中 將介 様

維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様

櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様

川澄 祐勝 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
永久 幸範 様
石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
秦 芳彦 様
木谷 騏巳郎 様
髙梨 兵左衛門 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
髙見 康雄 様

田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様

鈴木 徹 様
今里 美幸 様
櫻井 恵 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
菊地 昌弌 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
鈴木 春朝 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
鳥山 玲 様
尾﨑 邑鵬 様
栗山 哲夫 様
榎本 享世 様

岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
西永 義久 様
田中 節山 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様

新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
李 雲莉 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様

伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
川上 宗雪 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
中村 伸夫 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
宮川 寛子 様
佐野 淑子 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様

田辺 修一 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
小河 恭子 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
野田 和佳子 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様

檀上 静香 様
岩佐 恵子 様
杉浦 礼子 様
向山 裕子 様
上島 啓祿 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
山神 英司 様
長井 真理 様
森本 文子 様
田頭 敦子 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
茂木 一郎 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
安齋 未来 様

庄司 浩 様
三宮 信秀 様
白坂 智恵子 様
大貫 健司 様
茂出木 敏雄 様
中井 健二 様
萩原 美恵子 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
井田 悦郎 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様
北山 卓 様
眞鍋 敏子 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
宮森 景子 様
金光 秀行 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
小田 周平 様

田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
佐藤 直哉 様
筑紫 みずえ 様
鈴木 幸一 様
水野 和良 様
土志田 嘉 様

ほか121名3社、
順不同

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の充実
にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同をいた
だき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効。
◉年会費
〈団体〉 プレミアム会員　1,000万円以上
 特別会員　100万円（1口）
 維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付

◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。
◉お問合せ
東京国立博物館総務部 賛助会担当
電話　03-3822-1111（代）

下記の施設を一時閉室・休館しています。
本館2階：12月12日（月）～2017年 1月1日（日・祝） ［展示環境整備のため］
表慶館：当面の間（特別展・イベント開催時を除く） ［展示環境整備のため］

休館・閉室情報

平成29年度  東京国立博物館ボランティア募集
東京国立博物館では、博物館を安心して楽しん
でいただけるよう、ボランティアが活躍しています。
館内での来館者対応を中心に、イベントなどの補
助や、さまざまなガイドツアーも行っています。今
回、平成29年4月から3年間の任期のボランティ
アを約50名募集します。東博ボランティアデー（12月3・4日）では、募集説明
会を行いますので、お気軽にご参加ください（当日の入館料が必要）。応募受
付は、12月12日（月）～2017年1月12日（木）です。あなたもトーハクでボラ
ンティアをしてみませんか？ 詳細は、当館ウェブサイトでご案内します。
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ボランティア室

ボランティア募集のお知らせ

近年国内外で行われているリニューアルとリノベーションをテーマに、日本美
術が日米欧でどのように展示され、そこから何を伝えようとしているのかを論
じ、それぞれの違いから、日本美術の本質に迫ります。
日時：2017年 1月28日（土）  13：30 ～17：45（開場13：00） ＊休憩あり

1月29日（日）  10：00 ～17：15（開場 9：30） ＊休憩あり
会場：平成館大講堂
発表者： ルパート・フォークナー博士（イギリス・ヴィクトリア＆アルバート博物

館）、レイチェル・サンダース博士（アメリカ・ハーバード大学美術館）、
アレクサンダー・ホーフマン博士（ドイツ・ベルリン国立アジア美術
館）、岩田茂樹上席研究員（奈良国立博物館）ほか

聴講無料　＊同時通訳付
定員：各日300名（事前申込制、先着順）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当

国際シンポジウム
「日本美術をみせる―リニューアルとリノベーション―」

当館では、さまざまな特典をご用意した会員制度を設けています。この度、従
来の「ベーシック」「パスポート」「友の会」に替わる、新たな制度に移行するこ
とになりました。販売・利用開始は2017年4月1日（土）からです。新制度は「メ
ンバーズパス（一般2,000円／学生1,000円）」「メンバーズプレミアムパス（一
般5,000円／学生3,500円）」「友の会（8,000円）」の3種類です。「メンバー
ズパス」は、東京・京都・奈良・九州国立博物館の総合文化展・平常展を何度
でも観覧可能。特別展は団体料金でご覧いただけます。「メンバーズプレミア
ムパス」は、「メンバーズパス」の特典に加えて当館の特別展観覧券（ 4枚）が
付きます。「友の会」は、「メンバーズパス」の特典に加えて当館の特別展観覧
券（ 6枚）が付き、そのほか本誌の定期郵送やレストランの割引などさまざま
な特典があります。詳細は当館ウェブサイトほかで随時お知らせします。

東京国立博物館 新たな会員制度のお知らせ

当館の共同企画による「15‐19世紀日中韓絵画」展が、
中国国家博物館で開催されています。この展覧会は、
2006年より実施されている日本、中国、韓国3カ国の
国立博物館長会議に基づく活動の一つで、2014年に当
館で開催された特別展「東アジアの華  陶磁名品展」に
続く第2回目の国際共同企画展です。今回は、3館の15
世紀から19世紀を代表する絵画の名品を文人絵画、風
俗絵画、仏教絵画の3つのテーマで展示するもので長い交流の歴史をもつ3
カ国の絵画作品をテーマごとに比較することにより、文化的影響関係と独自
の特徴を見ることができます。展覧会は12月18日（日）まで開催しています。

中国国家博物館で「15ー19世紀日中韓絵画」展開催中
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東京国立博物館利用案内

開館時間：
9：30～17：00（入館は閉館の30分前まで）

● 総合文化展は金・土曜日は20時まで開館
● 12月までの金曜日は特別展も20：00まで開館
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで

休館日：
月曜日（祝日・休日にあたる場合は開館、翌平日休館） 、
年末年始（12月24日〈土〉～ 2017年1月1日〈日・祝〉）

＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円

●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料

＊ 各種イベントのお申込に際してご提供いただいた個
人情報は、当該目的にのみ使用させていただきま
す。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正
な管理・利用と保障に万全を尽くします。

東京国立博物館ニュースの定期購読
年間（6冊分）を1,000円の送料・事務費でご自宅にお
届けします。パスポート・ベーシックと同時申し込みで100
円割引（会員期間と同一期間の購読に限る）。
＊ 次号よりご送付希望の場合、締切は2017年1月10日（火）です。

東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会  発行日から1年間有効

 年会費 10,300円
＊ 年会費10,300円　※継続入会（パスポート・ベーシックを含
む）の場合は9,800円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総合文
化展・平常展を何度でも観覧可能。特別展観覧券
（ 12枚）の配布、そのほか本誌の定期郵送など様々
な特典があります。

パスポート  発行日から1年間有効

 一般 4,100円
 29歳以下 3,000円
 学生 2,500円
【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総合文
化展・平常展を何度でも、特別展は1回ずつ計6回
まで観覧可能です。

ベーシック  発行日から1年間有効

 一般 1,500円
 29歳以下 1,100円
 学生   900円
【特典】 東京国立博物館の総合文化展を何度でも
観覧できます。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）友の会・パスポート担当
FAX03-3821-9680

▲

各種お申込みは当館窓口・ウェブサイトまたは
　郵便振替で
［ウェブサイト］
申込フォームよりお申し込みください。クレジットカー
ドによる電子決済をご利用いただけます。

［郵便振替でのお申込］
● 振替用紙に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号・職業・年齢・性別・メールアドレスを楷書でご
記入ください。
● 振替用紙の半券が領収書になります。有効期間終
了まで保管しておいてください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616
● 振替用紙には申込区分（新規・継続）を記入し、［継
続］の方は、有効期限内の会員証等のコピーを郵
送またはFAXでお送りください。

東京国立博物館ニュースの
定期購読・パスポート・ベーシック
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート＆ニュース
口座番号00140-1-668060
● パスポート・ベーシックを申し込みの場合、振替用
紙に申込区分（［パスポート・ベーシック］［一般・29
歳以下・学生］）を記入し、［29歳以下］・［学生］の方
は、年齢のわかる身分証明証のコピーを郵送また
はFAXでお送りください。
＊ 一度納められた料金の払戻はいたしません。

特別展「春日大社　千年の至宝」チケット、または
2017年東京国立博物館カレンダープレゼント

本誌4ページでご紹介した特別展「春日大社　千年の至
宝」（2017年1月17日〈火〉～3月12日〈日〉）の無料観覧券
（10組20名様）または東京国立博物館のオリジナルカレン
ダー（ 5名様）を抽選でプレゼントします。締切は2017年1
月23日（月）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ご希望のプレゼント（チケットまたはカレンダー）、ならびにこ
の号で一番おもしろかったページをご記入のうえ、下記まで
お送りください。発表は発送をもって替えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース12・1月号」プレゼント係

表紙：小袖 紅綸子地竹梅鴬文字模様　江戸時代・18世紀（詳細は本誌2ページ）、ほか

日時：2017年1月8日（日）　開演13：30（開場13：00）
会場：平成館大講堂
出演：金原亭馬生、古今亭菊春、金原亭馬治、金原亭馬玉、金原亭馬久
料金：2,000円（全席自由）
＊当日は、公演のチケットで総合文化展をご観覧いただけます。
〈チケットのお求め方法〉
○当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）
○ローソンチケット（Lコード：34259）
　TEL：0570-000-407（10：00～20：00オペレーター対応）
　0570-084-003（24時間自動音声、要Lコード）
　ウェブサイト：http://l-tike.com/
直接購入：ローソン・ミニストップ店頭Loppi
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）  総務課イベント担当
＊イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

新春東博寄席2017

①VR作品 金碧障壁画を巡るVRツアー『安土城から檜図、そして二条城へ』
　9月28日（水）～12月23日（金・祝）
②VR作品『江戸城の天守』（仮）
　2017年1月4日（水）～3月31日（金）（予定）
徳川家光によってつくられた史上最大にして江戸城最
後の天守。その巨大な木造建築には当時最高峰の技
術が注がれました。明暦の大火で焼失した天守は、
いったいどんな姿をし、どのようにつくられたのでしょう
か？　図面や絵図、現在も残る文化財などを手がか
りに、天守の部材ひとつひとつまで精緻に再現した映
像を見ながら、歴史考証をお楽しみいただきます。
料金： 一般・大学生・高校生：500円　小学生・中学生：300円
 未就学児、障がい者及び同伴者1名：無料（1作品/1回あたり）
＊ 2017年1月2日（月・休）・3日（火）はお正月イベントとして、鑑賞無料です。②を上演します。
詳細は本誌3ページ参照。

＊ 総合文化展とセット購入で一般：1,000円／大学生800円
＊ 所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊ 演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊ 詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http://www.toppan-vr.jp/mt/

TNM & TOPPAN ミュージアムシアター

VR作品
『江戸城の天守』（仮）より

『MUSEUM』664号（2016年10月15日発行）の掲載論文

①「X線画像による古代中国封泥の研究」
　谷豊信（当館特任研究員）
②「前賢故実の史的位置」
　中野慎之（京都府教育庁文化財保護課）
③「《資料紹介》田枝豪氏収集のワヤン・クリ」
　白井克也（当館考古室長）
お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは

中央公論事業出版（電話：03-5244-5723）
定価：1,543円（税込）

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、Instagram、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト
http：//www.tnm.jp/
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1
木

11：00

2
金

夜間開館（20：00まで）　 15：00

3
土

夜間開館（20：00まで、総合文化展のみ）　東博ボランティアデー　 
10：30　 11：10（手話付）　 11：50　 12：20　 13：00　 13：30
14：00　 14：00　 15：10

4
日

東博ボランティアデー  10：30  11：00、13：00  11：10  11：50
11：50  12：40  13：10  13：30＊1  13：50  14：30  15：10

5
月

休館日　

6
火

「南の島の暮らし」14：00  平成館企画展示室　 11：00

7
水

8
木

「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス
14：00

9
金

夜間開館（20：00まで）　 14：00

10
土

夜間開館（ 20：00まで、総合文化展のみ）   「中国の女帝と石仏」13：30  平成館
大講堂   「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30   本館エントランス

11
日

11：00　 13：00　 14：00　東京国立博物館 クリスマスコンサート 14：30 平成館
ラウンジ＊2　 15：00　 「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス

12
月

休館日

13
火

「中国地方東部の古墳文化」14：00  平成館考古展示室

14
水

「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス

15
木

15：00
「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30  本館エントランス

16
金

夜間開館（20：00まで）　 13：30

17
土

夜間開館（20：00まで）　 11：00　 15：00

18
日

11：00   12：30、14：00   14：30   「トーハク劇場へようこそ！」ファミリーツアー
10：00、子どもツアー13：00　 「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス   

19
月

休館日

20
火

「明治20年代の文化財調査」14：00  本館15室

21
水

「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス

22
木

「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス

23
金・祝

夜間開館（20：00まで）　 「トーハク劇場へようこそ！」ファミリー
ツアー10：00、子どもツアー13：00

24
土

休館日

25
日

休館日

26
月

休館日

27
火

休館日

28
水

休館日

29
木

休館日

30
金

休館日

31
土

休館日

1
日・祝

休館日

2
月・休

新春イベント＊3

3
火

新春イベント＊3

4
水

5
木

11：00
「英一蝶の『富士山図』を観よう」15：30  本館エントランス

6
金

夜間開館（20：00まで）　 15：00

7
土

夜間開館（20：00まで）　 13：30　 14：00 
「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30  本館エントランス

8
日

新春東博寄席2017  13：30  平成館大講堂＊4　 13：00   14：00   14：30
15：00   「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス

9
月・祝

10
火

休館日

11
水

「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス

12
木

14：00
「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30  本館エントランス

13
金

夜間開館（20：00まで）　 14：00

14
土

夜間開館（20：00まで）　 12：00　 14：30　
「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス

15
日

11：00　 11：00　 12：30、14：00　 14：00　 14：30
「英一蝶の『富士山図』を観よう」15：30  本館エントランス

16
月

休館日

17
火 「古代の染織製天蓋」14：00  東洋館ミュージアムシアター

18
水

「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス

19
木

15：00
「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30  本館エントランス

20
金

夜間開館（20：00まで、総合文化展のみ）　 13：30　
「下村観山『弱法師』を読み解く」15：30  本館エントランス

21
土

夜間開館（20：00まで、総合文化展のみ）  「謎の青銅器、銅鐸」13：30  
平成館大講堂　 11：00（手話通訳付）　 14：00　 15：00

22
日

13：00　 14：00　 15：00
「英一蝶の『富士山図』を観よう」15：30  本館エントランス

23
月

休館日

24
火

「董其昌とその時代―明末清初の連綿趣味―」14：00  東洋館8室
「古代エジプトの秘密、ミイラ」15：30  東洋館エントランス

25
水

【春日】南都楽所の演奏会  11：00、14：00  平成館大講堂
11：00   「法隆寺の押出仏」15：30  法隆寺宝物館エントランス

26
木

14：00
「英一蝶の『富士山図』を観よう」15：30  本館エントランス

27
金

夜間開館（20：00まで、総合文化展のみ）
「陶片を語る―中国唐、宋の青磁」18：30  東洋館5室

28
土

夜間開館（20：00まで、総合文化展のみ）　国際シンポジウム「日本美術をみせる―リニューアルとリノベー
ション―」 13：30＊5  13：30  「奈良時代の乾漆像『日光菩薩坐像』に迫る！」15：30  本館エントランス

29
日

国際シンポジウム「日本美術をみせる―リニューアルとリノベーション―」10:00＊5

「アイヌの飾太刀にみる祈りの造形」15：30  本館エントランス

30
月

休館日

31
火

「あなたも博物館でボランティア」14：00  本館地下教育普及
スペース

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業については、当該ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ファミリーツアー、子どもツアー、詳細は本誌13ページ
 ＝託児サービス実施日（12：30～15：30）　事前予約制　有料
 ＝ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ　事前申込制
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口
 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合場所 :本館エントランス

＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館エントランス（参加費500円、先着
15名、開始30分前に集合場所で整理券配布）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所 :本館エントランス（先着18名、開始30分前
に集合場所で整理券配布）

 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館エントランス（12月は「仏像の旅」、1
月は「東洋館ハイライト」をご案内します。12月4日は特別バージョン）

 ＝ ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館エントランス
 ＝藝大インターンによるギャラリートーク。詳細は本誌12ページ

※屋外で実施するツアー・ガイドは雨天の場合中止することがあります。

【春日】＝特別展「春日大社　千年の至宝」関連事業。詳細は本誌5ページ　＊1 事前申込制。申込は締め切りました　＊2 有料イベント。チケットは完売しました
＊3 「博物館に初もうで」関連イベント。詳細は本誌3ページ　＊4 有料イベント。詳細は本誌15ページ　＊5 事前申込制。詳細は本誌14ページ

（3/12まで）

特別展「平安の秘仏―滋賀・櫟野寺の大観音とみほとけたち」

博物館に初もうで

秋の庭園開放

特別展「春日大社　千年の至宝」

東京国立博物館12月･1月の展示･催し物2016・12 2017・1


